
新潟市美術館のシンボルマーク・ロゴのデザインについて　　　　　服部一成
シンボルマークは、新潟市美術館の頭文字「Ｎ」をモチーフに、前川國男設計による四角い建築に光

が射し込む姿をデザインしました。色は、建築外観タイルの特徴あるオリーブ色に由来しますが、生

き生きとした美術館の活動を願って、より鮮やかで現代的なグリーンとしました。

和文ロゴは、小さな正方形の集合体で「新潟市美術館」の文字を表現しています。落ち着いた雰囲気

の建築との調和も考えながら、なお、これからの美術館にふさわしい新鮮さ、ユニークさ、活発さ、

軽快さが伝わるよう心掛けました。欧文ロゴは、直線と円弧による簡潔な文字で、太く直線的な和文

ロゴに対して細い円弧が響き合うよう設計しました。

新しいシンボルマークとロゴが、四半世紀前の美しい建築と、ある部分では調和的に、ある部分では

対比的に、相乗効果を生みながら、いつも市民の生活のなかにあって、美術館の創造的な活動のしる

しとなることを願います。
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